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1、 薬剤の種類と定数について

　１）透析室において臨床工学技士は以下の薬剤の在庫を管理する。

　　　　＊ハイソルブD・・・・・・多人数用透析に通常用いる粉末透析剤

　　　　＊キンダリー２号・・・・・・個人用透析装置に用いる

　　　　＊カーボスター・・・・・・個人用透析装置に用いる、酢酸フリー透析液

　　　　＊重炭酸ナトリウム・・・ハイソルブDのB剤の不足分を補充

　　　　＊AKソリタ・・・・・・緊急用、不足時のバックアップ時に使用する液体透析液

　　　　＊サブラッドBS・・・血液透析濾過時の補充液に使用する透析液

　　　　＊パールソルト・・・RO装置軟水化作用時に使用

　　　　＊ダイアクリーン・・・透析配管の消毒、防錆作用

　　　　＊サンフリー・・・・・・透析配管の炭酸カルシウムの除去、ＥＴの分解

　　　２）透析室にて臨床工学技士は上記薬剤を表に示すように定数とし、それに応じて発注する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　薬剤発注表

　 定数 発注先 発注曜日 伝票 納期

ハイソルブＤ 16 クラヤ 火木土 薬剤請求伝票 発注日の翌日

キンダリー２号 3 クラヤ 火木土 薬剤請求伝票 発注日の翌日

カーボスター 3 クラヤ 火木土 薬剤請求伝票 発注日の翌日

重炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ 1 クラヤ 第１・３火曜 薬剤請求伝票 発注日の翌日

ＡＫソリタ 12 クラヤ 火木土 薬剤請求伝票 発注日の翌日

サブラッドＢＳ 3 クラヤ 火木土 薬剤請求伝票 発注日の翌日

パールソルト 1 誠光堂 随時 ＳＰＤシール 約３日後

ダイアクリーン 2 サクラ 随時 ＳＰＤシール 約３日後

サンフリー 2 サクラ 随時 ＳＰＤシール 約３日後



2、 薬剤の発注方法

・ ハイソルブの注文は残量 16箱になるように火木土の夕方薬剤請求伝票に記入する

・ キンダリー 2号は　残量３箱となるように薬剤請求伝票に記入する

　　　使用後の空箱はツバメが納品するときに引き上げるため、通常のクラヤに請求するとき

と同じように伝票に記入したあと（直）と印をいれる。ツバメの納品は木曜日となってい

るが、その４日前の月曜日中に発注する必要がある。

・ カーボスターは　残量 3セットとなるように薬剤請求伝票に記入する

・ 重炭酸ナトリウムは基本的に第１・３火曜日に薬剤請求伝票に記入する

　　　　　　　　　　　（在庫が多い場合は発注しない）

・ ＡＫソリタは残量１２となるように薬剤請求伝票に記入する

・ サブラッドＢＳは残量３箱となるように薬剤請求伝票に記入する

・ パールソルトはＳＰＤシール運用とし、常に未開封のものが１袋あるようにする

・ ダイアクリーンはＳＰＤシール運用とし残量２が２箱となるようにする

・ サンフリーはＳＰＤシール運用とし残量２が２箱となるようにする

3、 薬剤の納期について

　　　　表１を参照。

4、 空箱回収について

・ カーボスター、ＡＫソリタは毎月第１木曜日に業者（味の素）が引き上げに来る。

・ キンダリー２号を納品するときに業者（ツバメ）が引き上げる。

5、 長期休暇時の対応（盆・正月・ＧＷ）

　　　事前に各業者から通達がくるのでそれに準ずる。


